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[bookmark: _GoBack]S3No.451[1179]帳票データチェック値の3回に関する貴社仕様は?

安藤間西村様、大林組望月様、鹿島建設鈴木様、清水建設富樫様、
竹中工務店由井様、フジタ笹島様
CEC畑山様、平松様、CENソリューション吉田様、寺田様、FJJ岩村様、NEC岩永様

岩永様より「解釈1」との回答いただきました。ありがとうございました。
確認ポイントが明確でないと気づきました。
現状皆様のチェックはどのようにしているでしょうか伺います。
LiteS規約WG2022/04/15(金)の課題にしたいので、できましたら、ご返信いただきますとあるいは貴社仕様を用意していただきますと、助かります。

【背景】
各メッセージの[1179]帳票データチェック値3回目の定義に曖昧さがある。
　1)対象となる明細行はどれか?
　2)エラーの場合の処理はどうする?
CENS様要望では、各社の定義解釈と対応を確認の上、実装規約および指針・参考資料に明示したいとのことです。CENS様の実装規約、指針・参考資料提案を添付します。参考にしてください。

【Ver.2.1 ad.7.0での記載内容】
[1179]帳票データチェック値3回目の定義
各けメッセージ共通ですが、例えば確定注文メッセージ、注文請けメッセージの場合
・確定注文メッセージ
確定注文メッセージの[1218]明細数量の絶対値の合計、整数部12桁、小数部3桁。
・注文請けメッセージ
対応する確定注文メッセージの値と同じ（変更せず返信）。

【確認事項】
[1179]帳票データチェック値　は、データの漏れなどをチェックするための単なるチェック値で、合計額や明細数量など、の意味を持つものではありません。

問1　[1179]帳票データチェック値3回目の対象となる明細行は何か?
□A)全ての[1218]明細数量
[1218]明細数量を対象に、他は無条件。仕様行やコメント行も含まれますが、幸か不幸か[1218]明細数量　は「0」でしょう。「0」でなければ絶対値を足し込むのみです。

□B)全ての本体行(0-00、5-00)の[1218]明細数量
寺田様の【解釈１】に近いと考えます。NEC様はこれでしょうか?
□C)全ての内訳明細本体行(5-00)の[1218]明細数量
寺田様の【解釈2】に近いと考えます。
□その他の仕様[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

問2　エラー処理はどうする?
次期指針・参考資料に記載するか否かの課題です。
記載するならば、添付ファイル、lv21ad8sub_20200115_デチェ_3回目解釈1全階層の明細行の本体行[1289]00を対象留意点.docx
の「18帳票データチェック値3回目の運用上の留意点」はよろしいでしょうか?
2つの指針・参考資料提案の違いは、「全階層の明細行の本体行（[1289]=00）の[1218]明細数量」と「全階層の明細行の内訳明細本体行（[1288]=5、[1289]=00）の[1218]明細数量」の語句です。問い1によって語句が変わります。

帆足意見：「または、[1234]今回迄累積出来高数量明細の絶対値の合計」迄記載するか疑問です。
意見[　　　　　　　　　　　　　　　　　]
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